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年 月 日 （ 日 ） ：

分 ／ 分 有

／ 人

0 1

0 2

番 番

No. 号 号 No.

分 2 年 1 12 2 年 分

50 分 2 年 15 4 1 年 分

分 2 年 4 15 1 年 分

分 2 年 3 7 2 年 分

62 分 2 年 5 8 2 年 分

分 2 年 2 3 2 年 分

HT 分 2 年 9 6 1 年 分

分 2 年 8 13 1 年 分

分 2 年 7 11 1 年 49 分

50 分 1 年 10 9 1 年 分

62 分 1 年 11 10 1 年 63 分

分 2 年 12 1 2 年 分

15 分 2 年 18 23 1 年 分

分 1 年 21 14 1 年 分 11

5 分 2 年 6 17 1 年 分

9 分 1 年 14 18 1 年 分

10 分 1 年 17 5 2 年 分 10

分 1 年 22 19 1 年 分

11 分 1 年 16   年 分

分 1 年 19   年 分

No. 延後 延前 延前 延後 No.

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

No.

分 10 0 － 1

分 6 0 － 2

分 6 0 － 3

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

【 】 【 】

公 式 記 録 
(一社)兵庫県サッカー協会 

兵庫県高体連サッカー部 

主審
署名 大谷　美瑛令和５年度兵庫県高等学校サッカー新人大会 女子の部 決  勝 12

日  時 2024 2 4 13 ０0 キックオフ 会  場 アスパ五色 サブグラウンド

天  候 曇り 弱風 天然芝 ・ 人工芝 ・ クレー 状  態 良好 試合形式 70  延長 20 ／  PK戦

運営責任者 笠原　弘樹 会場主任 𠮷田　陽一 記  録 岡本　夕季 竹嶋　努 観 衆 150

主  審 大谷　美瑛 副審１ 的崎　睦子 副審２ 小西　悠子 第４の審判員 渡辺　一翔

 チーム名 kick off

0

前半

3

 チーム名

姫路女学院高校 後半 神戸弘陵学園高校

○×  先 PK戦 先  ○×

延前

選手番号 P
K
戦

延後 P
K
戦

選手番号

OUT時間 延後 延前 後半 前半 前半 後半 延前
選　手　名 (学年)

シュート 交代

延後 OUT時間

交代 シュート
選　手　名 (学年) 位置 位置

GK 岡村　陽生垣本 茉奈香 GK

DF 下条　真嬉湯浅　志穏 DF

DF 吉村　弥華林田　真心 DF

DF 佐治　椋花朝山　瑞希 DF

DF 藤井　結菜1 中井　星良 DF

MF 笹倉　吉乃 1喜多 一菜子 MF

MF 浦田　咲彩 2**長谷　莉心 MF

MF 白井　   梓 1大野　   杏 MF

MF 横井　   睦 2桃柄　来夏 MF

FW 鈴木　梨花 11 寺澤　汐梨 FW

FW 山田　愛実 2* 21 奥本　愛生 FW

GK 重松 あいり松下　葉音 GK

GK 西村 佐笑子中田　羽奏 DF

MF 滝谷 明花莉岸元　愛花 DF

MF 金田　莉奈有本 りあら MF

MF 乾　   リリー滝谷　杏実 MF

FW 香山　愛花 1新井 かのん MF

MF 後藤 穂乃花吉田　愛樹 MF

  中村　百花 FW

  浅井 ゆうゆ FW

警・退 氏　　名 事 由

3 1 2

前半 チーム合計 前半 後半 合 計 時 間時 間 警・退 氏　　名 事 由 合 計 後半

9 8 1 Ｇ Ｋ

シュート 3 9 12

4 41 1 0 Ｃ Ｋ 0

6 2 8

3 2 1

3 直接ＦＫ 0 1 14 1

0 0 0 Ｐ Ｋ

間接ＦＫ 1 2 3

 ［警告事由］  反ス・ラフ・異議・繰返・遅延・距離・無入・無去                 ［退場事由］  不正・乱暴・つば・阻(手)・阻(他)・侮辱・警２

時 間 チ ー ム 得点者 スコア ［得点経過］ 略号例：ドリブル～・ゴロのパス→・浮き球∩・混戦×・ヘディングH・シュートＳ

0 0 0

得
 

点
 

経
 

過

19 神戸弘陵 山田 中央 9

42 神戸弘陵 浦田 右

～ → × 10 S

60 神戸弘陵 浦田 左 14 ～ → 6 S

S3 スローイン 中央 10 H 6

戦

評

[備 考]

戦評者 所 属 有馬　／三田祥雲館　 氏 名 平家　/　浅野　

やや肌寒い微風の中、姫路女学院、神戸弘陵ともに１－４－４－２でスタート。姫路女学院は７桃柄、９長谷がサイドに開き、８大野、10寺澤がボール

キープしながら広い展開で攻撃を試みるが、神戸弘陵12岡村７佐治を中心とするディフェンス陣と中盤でのプレスに苦しみ、決定機を作れない。神戸弘陵

の2トップ９鈴木、10山田はともに高さと推進力があり、積極的に前線からプレッシャーをかけ、姫路女学院ゴールにせまるが、４林田を中心に神戸弘陵の

攻撃を防いだ。そして前半19分、GKのこぼれ球に反応した１０山田が得点を挙げると、その後も積極的にディフェンスラインの裏を狙い、2トップのス

ピードを活かした攻撃を展開した。姫路女学院は後半、左サイドに14滝谷を投入し、カウンターから11奥本の突破力を生かしリズムを変えようと試みる

が、なかなかシュートまで持ち込めない。そして神戸弘陵は再三中盤でボールを受けていた６浦田が３笹倉のロングスローからのこぼれ球を得点につなげ、

その後も勝利を決定づける3点目を挙げるなど攻守に活躍した。結果的には神戸弘陵の攻撃力が上回ったが、全国高校女子選手権大会に出場した両チームの

優勝をかけた熱のこもった素晴らしい試合となった。


